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（
６
月
14
日
開
催
）

議
案
第
３
号
、
議
案
第
４
号
、

議
案
第
５
号
、
議
案
第
９
号

（
原
案
可
決
）

陳
情
第
８
号

（
不 

採 

択
）

　

委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
３
号
に
つ
い
て

問問
　
軽
自
動
車
税
の
税

額
が
平
成
28
年
度
か

ら
値
上
げ
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
27
年
度
に
比
べ
て
税

負
担
は
ど
れ
く
ら
い
大
き
く

な
る
の
か
。

答答
　

税
率
が
変
わ
っ
た 

こ
と
で
、
平
成
28
年
度

の
税
収
入
は
２
千
８
０
０
万

円
ほ
ど
増
額
と
な
る
見
込
み

で
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

か
ら
グ
リ
ー
ン
化
特
例
と
い

う
こ
と
で
、
新
車
や
燃
費
の

良
い
車
は
軽
減
さ
れ
、
そ
れ

以
外
は
据
え
置
き
、
も
し
く

は
重
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
は
、
自
動
車
取
得
税
が
廃

止
さ
れ
、
自
動
車
環
境
性
能

割
が
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

問問
　
軽
自
動
車
は
車
検

の
際
、
納
税
証
明
書

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

未
納
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

が
ど
う
か
。

答答
　

車
検
は
２
年
に
１

度
な
の
で
、
車
検
を

受
け
る
自
動
車
に
つ
い
て
は

未
納
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

＊
議
案
第
５
号
に
つ
い
て

問問
　
国
保
税
の
所
得
割
、

均
等
割
と
も
上
が
っ
て

い
る
が
、
ど
の
所
得
層
が
最

も
影
響
を
受
け
る
の
か
。ま
た
、

限
度
額
に
達
し
て
い
る
世
帯

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答答
　

何
件
か
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
を
作
成
し
て
お

り
、
所
得
が
約
４
３
０
万
円

の
方
は
２
・
３
％
の
増
税
と

い
う
こ
と
か
ら
、
最
も
影
響

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
限
度

額
に
達
し
て
い
る
世
帯
は

２
１
９
世
帯
で
す
。

問問
　
平
成
27
年
度
の
実

質
的
な
医
療
費
と
、

28
年
度
の
医
療
費
の
見
込
み

は
ど
う
か
。

答答
　

平
成
27
年
度
の
保

険
給
付
費
は
、
約
52
億 

円
で
す
。
平
成
28
年
度
は

54
億
２
千
万
円
程
度
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

＊
議
案
第
９
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

問問
　
日
向
の
森
に
つ
い

て
、
今
回
の
事
業
と
市

の
森
林
整
備
計
画
と
の
整
合

性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答答
　

関
係
機
関
と
調
整
し

な
が
ら
、
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
６
月
14
日
開
催
）

議
案
第
８
号

（
原
案
可
決
）

請
願
第
１
号
及
び
第
２
号

（
採　
　

択
）

陳
情
第
４
号
〜
第
７
号

（
不 

採 

択
）

　

委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
８
号
に
つ
い
て

問問
　
交
通
事
故
に
つ
い

て
、
安
全
指
導
を
、

各
部
で
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

答答
　

公
用
車
運
転
の
際

は
、
担
当
課
長
も
し

く
は
同
乗
者
が
免
許
証
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
故

が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
注
意
喚

起
が
足
り
な
い
点
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
、

職
員
全
員
が
気
を
付
け
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

答答
　

年
度
末
に
は
、
全

職
員
を
対
象
に
交
通

安
全
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

免
許
証
の
確
認
等
を
徹
底
し
、

事
故
が
な
い
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。（

６
月
15
日
開
催
）

議
案
第
６
号
、
議
案
第
７
号

（
原
案
可
決
）

議
案
質
疑

＊
議
案
第
１
号
に
つ
い
て

問問
　（
八
角
公
二
議
員
） 

議
会
同
意
の
際
、
新
教

育
長
の
資
質
、
能
力
を
従
前

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
候

補
者
が
所
信
表
明
を
行
っ
た

上
で
質
疑
を
行
う
等
の
丁
寧

な
手
続
を
経
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
と
の
通
知
が
文
部
科

学
省
か
ら
出
て
い
る
。
候
補

者
か
ら
の
所
信
表
明
や
質
疑

を
行
い
、
採
決
を
行
う
べ
き

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答答
　

新
し
い
教
育
長
の

候
補
者
は
現
職
の
教

育
長
で
あ
り
、
議
会
を
通
じ

て
こ
の
２
年
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
質
問
を
い
た
だ
き
、
答
弁

も
教
育
長
か
ら
申
し
上
げ
て

き
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
は
現

職
時
代
の
実
績
で
十
分
で
き

る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

討
　
　
　
論

＊
議
案
第
１
号
に
つ
い
て

反
対　
（
並
木
幹
男
議
員
）

教
育
委
員
会
に
お
い
て
策
定

を
さ
れ
た
計
画
案
が
議
決
前

に
市
内
に
全
戸
配
布
さ
れ
た

り
、
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
答
申
を
全
く
尊
重
せ

ず
に
恣し

意い

的て
き

に
計
画
案
を
策

定
し
て
い
る
等
、
こ
の
問
題

に
関
す
る
一
連
の
手
続
行
為

の
瑕か

し疵
と
あ
わ
せ
、
極
め
て

重
大
な
責
任
が
あ
る
。
候
補

者
は
求
め
ら
れ
る
資
質
を
欠

い
て
い
る
と
考
え
る
。

賛
成　
（
長
谷
部
竜
作
議
員
）

候
補
者
は
教
育
委
員
に
就
任

後
、
小
中
学
校
の
情
報
教
育

環
境
の
整
備
等
を
は
じ
め
、

自
身
の
知
識
や
経
験
を
生
か

し
、
活
発
な
議
論
を
し
て
き

た
。
教
育
長
就
任
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
を
実
行
し
て
お

り
、
本
市
の
教
育
施
策
を
推

進
し
て
い
く
上
で
、
柔
軟
な

発
想
力
や
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
は
教
育
長
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
人
材
で
あ
る
と
考
え

る
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
の
様
子

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
様
子

常
任
委
員
会
審
査
報
告

総務常任委員会の様子


